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接
吻
の
日
本
文
化
史

西

i畢

り

よ
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接
吻
は
輸
入
品
か

現
代
の
辞
書
、
例
え
ば
「
大
辞
林
第
二
版
』
は
、
接
吻
を
「
相
手
の
唇
や
子
な
ど
に
自
分
の
唇
を
つ
け
る
こ
と
。
愛
情
や
尊
敬
の
気

持
ち
な
ど
を
表
す
。

口
づ
け
。

口
吸
い
。
キ
ス
。
〔
幕
末
期
の
訳
語
こ
と
説
明
す
る
。
愛
情
、
尊
敬
に
も
多
様
な
か
た
ち
が
あ
り
得
る

が
、
現
代
の
わ
が
国
で
接
吻
は
、
人
間
相
互
の
関
係
の
中
で
も
、
特
に
「
恋
愛
」
と
称
さ
れ
る
も
の
を
象
徴
す
る
接
触
と
捉
え
ら
れ
て

い
る
。
「
眠
れ
る
森
の
美
女
」
な
ど
、
童
話
で
も
描
か
れ
て
い
る
そ
の
行
為
は
、
現
在
、

エ
ロ
ス
と
ア
ガ
ペ
の
接
点
と
な
る
詩
的
な
所

作
と
し
て
、
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

大
辞
林
に
「
幕
末
期
の
訳
五
巴
と
あ
る
よ
う
に
、
語
史
を
紐
解
け
ば
、
唇
の
接
触
を
指
す
た
め
に
現
在
一
般
的
に
用
い
ら
れ
で
い
る

「
接
吻
」
「
キ
ス
」
「
口
づ
け
」
等
の
語
は
い
ず
れ
も
、

明
治
以
降
に
普
及
し
た
翻
訳
語
で
あ
る
こ
と
が
知
れ
る
。
こ
の
事
実
を
受
け
る

よ
う
に
、

明
治
期
に
日
本
を
訪
れ
た
西
洋
人
が
、

日
本
に
は
接
吻
の
風
習
は
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
例
も
認
め
ら
れ

15 

る
。
例
え
ば
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ

l
ン
は
『
東
の
固
か
ら
』
に
お
い
て
「
日
本
の
文
学
の
な
か
に
は
、
接
吻
は
絶
対
に
存
在
し
て
い
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な
い
」
と
断
言
し
、

チ
ェ
ン
パ
レ
ン
は
『
日
本
事
物
誌
』

で
「
わ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
普
通
の
題
材
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
大
部
分
が
、

日
本
の
詩
歌
で
は
明
白
に
欠
け
て
い
る
。
（
：
・
）

ソ
ネ
ッ
ト
を
書
い
て
恋
人
の
眉
に
捧
げ
る
者
も
い
な
い
。
（
：
・
）
ま
し
て
や
、
恋
人
に

キ
ス
す
る
こ
と
を
暗
示
す
る
よ
う
な
失
礼
な
ま
ね
は
し
な
い
」
と
言
い
切
っ
て
い
る
。

し
か
し
同
じ
時
期
に
、
こ
う
し
た
「
日
本
人
は
接
吻
せ
ず
」
と
い
う
風
説
に
異
を
唱
え
た
日
本
人
も
い
た
。
例
え
ば
、
夏
目
激
石
の

ノ
ー
ト
［
何
M
G
B
E古
口
］
に
は
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。

ロ
貨
当
日
ロ
日

日
本
人
ハ

E
aセ
ズ
ト
（
富
山
口
同
町
肉
国
N
N
同
［
同
）
守
札
。
h
s。
き
い
て
お
お
礼
町
恐
喝
、

sh町ミ］ロ由）
余
白
ク

E
g
h
Sぴ
E
n巾
ハ
セ
ザ

ル
ニ
ア
ラ
ズ
人
ノ
前
ヲ
惇
カ
ル
ナ
リ
。

そ
し
て
大
正
十
年
の

『
性
之
研
究
」
に
は
、
「
愛
の
表
象
と
し
て
の
キ
ッ
ス
が
本
邦
に
古
く
か
ら
あ
っ
た
」
こ
と
を
、

「
御
伽
草
子
』

や
『
今
昔
物
語
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
口
吸
い
」
と
い
う
行
為
を
引
く
こ
と
で
証
立
て
た
「
東
洋
の
古
書
に
見
え
た
キ
ッ
ス
」
と
い
う

論
が
、
南
方
熊
楠
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
口
吸
い
」
と
い
う
口
腔
接
触
を
指
す
語
は
、

ハ
l
ン
ら
の
指
摘
通
り

王
朝

文
学
や
和
歌
で
は
扱
わ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

日
記
や
説
話
集
、
狂
歌
や
俳
譜
発
句
集
の
類
に
お
い
て
は
、
熊
楠
が
示
唆
し
た
よ
う

に
、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
語
で
は
あ
っ
た
。

本
論
で
は
ま
ず
、
古
来
の
「
口
吸
い
」
の
性
質
に
つ
い
て
、
「
接
吻
」
と
の
差
違
を
資
料
か
ら
確
認
し
、
「
口
吸
い
」
と
「
接
吻
」

の

差
が
産
み
出
し
た
文
化
閣
の
髄
酷
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

つ
い
で
「
恋
愛
」

の
象
徴
と
し
て
描
写
さ
れ
出
し
た
「
接
吻
」
に
対
す
る
、

過
渡
期
の
文
学
者
の
態
度
に
つ
い
て
、
特
に
激
石
を
と
り
あ
げ
、
彼
の
接
吻
を
め
ぐ
る
叙
述
と
、
自
作
品
へ
の
行
為
を
と
り
こ
む
手
際

に
あ
る
振
幅
、
警
戒
と
憧
慢
の
二
律
相
反
に
つ
い
て
確
か
め
て
み
た
い
と
思
う
。



「
口
吸
い
」
の
時
代

見
い
だ
せ
た
限
り
で
の
最
も
古
い

八
九
八
年
の
紀
長
谷
雄
に
よ
る
「
目
日
泰
元
年
歳
次
戊
午
十
月

「
口
吸
い
」
に
つ
い
て
の
叙
述
は
、

二
十
日
競
狩
記
」
（
『
紀
家
集
』
所
収
）

の
も
の
で
あ
る
。

好
風
朝
臣
、
数
稽
奮
少
将
、

探
其
懐
晩
其
口
、
戯
言
多
端
、
不
可
口
口
（
民
三
一
日
）

接吻の日本文化史

鷹
狩
り
の
後
の
酒
宴
の
席
で
、
色
好
み
で
知
ら
れ
た
平
朝
臣
好
風
が
、
遊
女
の
胸
元
を
探
り
口
を
吸
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（

1
）
 

酷
町
し
た
遊
ぴ
人
に
よ
っ
て
、
遊
女
に
対
し
て
、
胸
を
触
る
こ
と
と
同
時
に
な
さ
れ
て
い
た
の
が
「
口
を
坑
う
」
行
為
だ
っ
た
。

こ
の
最
初
期
の
例
を
は
じ
め
、
「
口
吸
い
」
は
遊
女
、
女
郎
と
関
係
し
て
描
か
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
例
え
ば
、

『
難
波
物

語
」
（
一
六
五
五
年
頃
成
立
）
に
は

一
双
玉
警
千
人
枕
、
両
片
朱
唇
万
口
詳
と
、
詩
に
つ
く
り
て

を
ろ
か
な
る
か
な
、
も
ろ
こ
し
人
も
、

い
や
し
め
る
け
い
せ
い
を
、
し
み
て

の
ち
は
、
わ
が
物
の
や
う
に
お
も
ふ
事
、
子
を
あ
て
＼
大
海
を
せ
く
に
異
な
ら
す

と
あ
る
が
、

こ
の
「
一
双
玉
警
千
人
枕
、
両
片
朱
唇
万
口
書
」
は
、

明
の
作
詩
の
参
考
書
「
円
機
活
法
』
に
出
て
く
る
用
法
で
あ
り
、

こ
の
表
現
は
女
郎
の
立
場
を
端
的
に
示
す
成
句
と
じ
て
、
中
国
、

日
本
で
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
「
う
か
れ
女
の
身
は
定
め

が
た
く
。
（
略
）
紅
舌
を
寓
客
に
な
め
さ
せ
。
」
と
は
、
井
原
西
鶴
『
武
家
義
理
物
語
』
に
も
見
え
、
ま
た
、
山
東
京
伝
『
本
朝
酔
菩

提
」
に
も
「
冥
土
の
烏
の
ほ
と
と
ぎ
す
、
血
を
吐
く
紅
の
唇
は
蔦
客
の
嘗
も
の
と
な
り
」
と
、
女
郎
に
つ
い
て
、
地
獄
に
堕
ち
る
者
と

し
て
「
舌
を
、
唇
を
嘗
め
さ
せ
る
者
」
と
呼
ぶ
表
現
が
同
様
に
認
め
ら
れ
る
。
「
舌
を
、
唇
を
嘗
め
さ
せ
る
」
行
為
は
、
性
の
交
わ
り

17 

を
端
的
に
象
徴
す
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
思
わ
れ
よ
う
。
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こ
こ
で
、
舌
を
嘗
め
さ
せ
る
者
、

と
あ
る
点
か
ら
、
「
接
吻
」
と
は
異
な
る
、
「
口
吸
い
」
の
特
徴
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち

「
口
吸
い
」
は
、
唇
以
上
に
舌
の
接
触
吸
引
が
重
要
で
あ
っ
た
接
触
だ
っ
た
ら
し
い
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

山
東
京
伝
に
よ
る
滑
稽
絵

本
『
小
紋
雅
話
』
に
は
、
「
口
吸
い
」
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
「
口
口
小
紋
」
と
い
う
図
案
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
図
案
で
、
触
れ

合
わ
さ
れ
て
い
る
の
は
、
唇
の
聞
か
ら
突
き
出
た
舌
先
で
あ
る
。
こ
の
他
、
「
口
吸
い
」
場
面
を
描
い
た
幾
多
の
春
画
、
例
え
ば
歌
川

圏
定
『
春
色
初
音
之
六
女
』
等
に
お
い
て
、
舌
同
士
の
触
れ
合
い
の
描
写
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
が
確
認
で
き
た
。
舌
の
接
触
に

そ
の
特
徴
が
あ
っ
た
「
口
吸
い
」
は
、
唇
同
士
の
接
触
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
現
代
の
「
接
吻
」
よ
り
も
、

生
々
し
く
露
骨
な
肉
の
行
為

で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

「
接
吻
」
伝
来

祝
福
の
礼
と
し
て
の
口
腔
接
触
「
接
吻
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
共
に
、
室
町
末
期
に
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
。
宣
教
師
た
ち
が
、

日
本

人
に
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
な
が
ら
編
ん
だ
教
義
書
、
聖
人
伝
な
ど
に
お
い
て
、
「
博
愛
」
の
意
味
の
「
愛
」
を
、

そ

の
語
の
意
と
し
て
当
時
の
日
本
で
一
般
的
で
あ
っ
た
、
「
愛
欲
」
の
愛
と
と
ら
れ
ぬ
よ
う
、
「
ご
大
切
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ
し
て
い

た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
後
に
「
接
吻
」
と
名
付
け
ら
れ
る
行
為
に
も
、
「
口
吸
い
」
と
は
違
う
、
特
別
な
訳
語
が
考
え
出

さ
れ
た
の
で
あ
り
、
キ
リ
シ
タ
ン
文
章
で
「
接
吻
」
は
、
例
え
ば
、
「
い
た
だ
く
」
「
面
を
吸
ふ
」
「
顔
を
顔
に
あ
て
る
」
、
「
拝
む
」
等

｛

2
）
 

の
語
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
「
口
吸
い
」
の
持
つ
生
々
し
い
肉
欲
の
印
象
を
避
け
る
た
め
、
宣
教
師
達
は
訳
語
に
注
意
を
払
っ
た
よ
う

で
あ
る
。
E
g
の
漢
語
訳
「
接
吻
」
は
、
中
国
で
考
案
さ
れ
た
も
の
ら
し
く
、
乾
隆
四
十
二
年
（
一
七
七
七
年
）

の
序
の
あ
る
「
西
域
見
開



録
」
巻
四
、
外
藩
列
伝
の
オ
ロ
シ
ア
の
風
俗
を
記
し
た
部
分
に
見
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
が
新
村
出
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
お

り
（
＊
新
村
出
「
語
詞
の
出
典
」
『
文
芸
春
秋
』
昭
和
三

O
年
八
月
）
、
こ
れ
が
最
も
古
い
用
例
ら
し
い
。

日
本
に
お
い
て
は
、

へ
ン
ド

リ
ッ
ク
・
ド
ゥ

l
フ
に
よ
る
、
『
道
訳
法
児
烏
』
（
一
八
一
五
年
）

い
わ
ゆ
る
「
ヅ

l
フ
辞
書
」
に
、
蘭
語

w
g
の
訳
語
と
し
て
用
い

ら
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
訳
語
は
幕
末
か
ら
翻
訳
聖
書
に
お
い
て
採
用
さ
れ
、

明
治
二
十
年
代
の
翻
訳
小
説
で
も

多
く
採
ら
れ
て
、
定
着
し
て
い
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
文
化
圏
で
の
「
聖
な
る
挨
拶
」
と
い
う
側
面
も
加
え
ら
れ
て
、

舌
を
触
れ
合
わ
せ
、

吸
う
こ
と
で
な
く
、
唇
の
「
接
」
触
に
主
眼
を
置
く
触
れ
合
い
、
「
接
吻
」
は
、
次
第
に
輸
入
さ
れ
た
概
念
「
恋
愛
」
の
シ
ン
ボ
ル
と

接吻の日本文化史

し
て
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

明
治
三
十
年
代
半
ば
よ
り
、
詩
歌
、
特
に
新
体
詩
の
分
野
で
、

甘
く
熱
い
恋
の
場
面
を
彩
る
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
特
に
「
く
ち
づ
け
」
と
い
う
語
で
う
た
わ
れ
だ
す
。
そ
し
て
、
明
治
末
ま
で
に
は
、

初
期
に
は
も
っ
ぱ
ら
翻
訳
小
説
に
お
い
て
の
み
描
か
れ
た
接
吻
は
、

当
代
の
日
本
が
舞
台
で
あ
る
小
説
で
も
、
接
吻
は
「
恋
愛
」
を
象
徴
す
る
意
味
深
い
行
為
と
し
て
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

明
治
と
い
う
、
「
く
ち
す
い
」
か
ら
、

E
g
の
翻
訳
語
と
し
て
の
「
接
吻
」

へ
の
移
行
の
過
渡
期
に
は
、
二
つ
の
習
慣
の
異
質
性
が

も
た
ら
す
差
違
が
、

日
本
側
か
ら
も
、
東
西
の
文
化
差
が
露
わ
に
な
る
場
と
し
て
意
識
さ
れ
、
多
く
言
及
さ
れ
た
。
こ
の
言
説
は
わ
ず

か
な
聞
に
激
し
く
変
化
し
て
い
っ
た
。
ま
ず
、

明
治
初
期
に
は
、

日
本
で
従
来
か
ら
あ
っ
た
「
く
ち
す
い
」
の
感
覚
を
基
本
に
お
い
て
、

接
吻
を
み
だ
ら
な
行
為
と
と
ら
え
、
西
洋
は
慎
み
が
な
く
、
野
蛮
で
あ
る
た
め
に
そ
れ
が
公
の
場
で
も
見
ら
れ
る
の
だ
と
す
る
立
場
が

あ
っ
た
。
『
明
治
事
物
起
源
」
に
記
さ
れ
て
い
る
、

19 

明
治
四
年
の
洋
行
の
お
り
「
日
本
人
と
し
て
初
め
て
接
吻
の
風
俗
に
接
し
た
」
と

い
う
西
国
寺
公
望
の
、
「
日
本
人
よ
り
見
れ
ば
、
堪
へ
ざ
る
事
。
奇
と
一
玄
ふ
べ
し
。
蓋
し
夷
狭
の
悪
風
、
異
に
厭
ふ
べ
し
」
と
い
う
感
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想
な
ど
が
そ
の
一
例
で
あ
る
。
そ
の
後
、
例
え
ば
明
治
二
十
年
代
の
事
情
は
、
尾
崎
紅
葉
の
「
風
流
京
人
形
」
（
明
治
二
十
一
年
）
に

描
か
れ
た
、
文
学
青
年
が
パ
イ
ロ
ン
詩
集
に
よ
っ
て
恋
愛
を
夢
想
し
、
「
接
吻
ア
！
こ
と
身
悶
え
る
場
面
へ
の
、
『
女
学
雑
誌

第

百
五
十
七
競
』
（
明
治
二
十
二
年
）

の
文
学
批
評
欄
に
お
け
る
辛
諌
な
批
評
に
物
語
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
「
あ
ら
れ
も
な
し
。
猫
の
態
を
昧

み
て
破
門
せ
ら
れ
し
人
も
あ
る
に
、
日
疋
は
ま
た
い
か
な
事
」
と
批
評
子
は
呆
れ
、
「
（
作
中
に
「
接
吻
」
に
触
れ
る
描
写
が
頻
出
す
る
の

は
）
著
者
自
身
の
口
問
格
を
下
す
も
の
と
云
ふ
べ
し
。
（
略
）
文
庫
の
小
説
は
果
し
て
異
正
の
｜
｜
純
粋
の
ラ
ブ
を
描
き
し
も
の
な
る
か
。

趣
向
を
立
て
る
時
に
は
少
し
く
道
徳
の
分
子
を
加
へ
給
ふ
こ
と
必
要
な
ら
め
」
と
酷
評
す
る
。
純
粋
の
？
フ
ブ
」
｜
｜
未
だ
訳
語
「
恋

愛
」
は
出
な
い
が
、

そ
れ
以
前
の
日
本
で
の
「
色
恋
」
と
異
な
る
新
概
念
と
し
て
の
「
ラ
ブ
」
に
つ
い
て
は
読
書
家
の
間
で
了
解
さ
れ

て
い
て
も
、
こ
の
明
治
二
十
二
年
と
い
う
時
点
で
は
、
未
だ
、
接
吻
に
は
か
つ
て
の
「
口
吸
い
」
の
印
象
が
強
く
、

そ
れ
は
神
聖
な
ラ

ブ
と
は
相
容
れ
な
い
ふ
し
だ
ら
な
行
為
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
例
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、

明
治
も
三
十
年
代
に
入
る
と
、

日
本
で
の
従
来
の
「
口
吸
い
」
も
、
愛
す
る
ひ
と
へ
の
情
愛
の
所
作
「
接
吻
」
と
見
て
‘

日
本
人
は
慎
み
深
い
ゆ
え
に
そ
れ
が
公
の
場

で
見
ら
れ
な
い
と
す
る
立
場
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
例
え
ば
、
新
渡
戸
稲
造
の
『
武
士
道
』
（
明
治
三
十
二
年
）

は
、
人
前
で
接
吻
を

し
な
い
こ
と
を
、

日
本
人
の
節
制
、
感
情
抑
制
と
い
う
美
質
の
一
例
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、

日
本
人
の
「
接
吻
」
に
対
す
る
意
識
は
、

明
治
期
を
通
じ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
「
口
吸
い
」

と
「
接
吻
」
の
聞
で
戸
惑
い
、
こ
の
差
違
を
鋭
く
観
察
し
た
人
物
、
「
接
吻
」
を
い
ぶ
か
し
み
、
ま
た
一
面
で
そ
の
象
徴
す
る
観
念
に

撞
れ
、

そ
し
て
作
中
に
お
い
て
独
自
の
接
吻
を
表
現
し
た
作
家
と
し
て
、
夏
目
散
石
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
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激
石
と
接
吻
l
l
文
化
差
の
象
徴
と
し
て

英
国
留
学
中
の
激
石
は
、
目
の
当
た
り
に
し
た
接
吻
の
風
習
に
対
す
る
違
和
感
を
た
び
た
び
書
き
記
す
。
例
え
ば
、

明
治
三
十
四
年

三
月
十
二
日
の
記
録
に
は
、
「
西
洋
人
ハ
執
濃
イ
コ
ト
ガ
ス
キ
ダ
華
麗
ナ
コ
ト
ガ
ス
キ
ダ

芝
居
ヲ
観
テ
モ
分
ル
食
物
ヲ
見
テ
モ
分
ル

建
築
及
飾
粧
ヲ
見
テ
モ
分
ル
夫
婦
間
ノ
接
吻
や
抱
キ
合
フ
ノ
ヲ
見
テ
モ
分
ル
」
と
、
西
洋
の
「
華
麗
さ
」
と
「
し
つ
こ
き
」
の
顕
著
な

例
と
し
て
夫
婦
聞
の
接
吻
が
公
に
さ
れ
る
習
慣
を
と
り
あ
げ
た
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
同
年
五
月
二
十
二
日
の
記
録
に
は
、
公
園
に
お

接吻の日本文化史

い
て
睦
み
A
尽
フ
、
複
数
の
カ
ッ
プ
ル
の
聞
で
交
わ
さ
れ
る
接
吻
を
見
た
こ
と
に
よ
る
、
「
妙
ナ
国
柄
ナ
リ
」
と
い
う
不
審
感
が
記
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
彼
の
［

F
o
g］
と
題
し
た
ノ
l
ト
の
中
に
は
、

E

冨
O
仏
角
ロ
ロ
O昨
日

0
ロ
え

Z
2
F
g
ロ
o
F
Z
m
宮
内
目
。
項
目
吾
印
O
M
E
－－

q・3

と
書
い
た
部
分
が
あ
り
、
こ
こ
で
激
石
は
接
吻
に
つ
い
て

触
れ
る
。
現
在
の
西
欧
が
愛
を
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
離
し
て
考
え
て
い
る
証
拠
と
し
て
、
「

ω狼
豪
ナ
ル
言
語
ヲ
慎
ム
コ
ト
。
ス
グ

愛
に
つ
い
て
の
現
代
の
概
念
は
全
く
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
と
関
係
が
な
い
、

顔
ヲ
赤
メ
ル
コ
ト
。
此
点
ニ
非
常
ニ
岳
民

g
Z」
で
あ
る
の
に
、
「

ω然
ル
ニ
男
女
双
々
携
手
又
ハ
舞
踏
又
ハ
接
吻
又
ハ
公
園
杯
ニ
ゴ

ロ
ゴ
ロ
ス
ル
コ
ト
」
を
あ
げ
る
。
西
欧
は
、
意
図
的
に
性
愛
と
性
欲
を
技
巧
に
よ
っ
て
区
別
し
た
結
果
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
彼
等
が
こ
の
二
つ
を
自
ら
完
全
に
区
別
出
来
で
い
る
と
信
じ
て
い
る
の
も
、
公
白
色
同
l

色。宮田町
O
D
－
－
だ
と
も
い
っ
た
う
え
で
、

彼
は
「
日
本
ハ
仏
教
、
儒
教
、

ノ
結
果
（
－
。
〈
O

釦
ロ
弘
吉
田
白
山
O
ロ）

デ
ア
ル
両
者
離
レ
テ
居
ラ
ヌ
故
ニ

ωノ
現
象
ヲ
見
テ
鷲
ク
」
の
で
あ

る
と
分
析
す
る
。
激
石
は
、
）
西
洋
と
日
本
で
は
「
愛
」

口
腔
接
触
に
あ
る
差
違
を
、

へ
の
観
念
が
違
う
こ
と
を
意
識
し
、

そ
の
象
徴
と

21 

し
て
受
け
止
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
だ
っ
た
。
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そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
感
想
は
、

「
文
学
評
論
』
（
明
治
三
十
八
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
序
言
で
は
、
「
趣
味
と
一
五
ふ
者
は
一

部
分
は
普
遍
で
あ
る
に
も
せ
よ
、

全
体
か
ら
云
ふ
と
、

地
方
的
（
ロ
ー
カ
ル
）
な
も
の
で
あ
る
」
と
、
社
会
ご
と
に
異
な
る
歴
史
や
伝

説
、
制
度
や
風
俗
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
趣
味
と
い
う
も
の
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
は
人
聞
の
行
き
来

が
活
発
に
な
れ
ば
、
統
一
さ
れ
普
遍
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
傾
向
が
あ
り
、
英
仏
独
等
の
各
国
は
一
般
の
趣
味
が
す
で
に
「
普
遍
力

の
作
用
」
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
て
日
本
は
、

そ
れ
ら
の
国
と
の
交
際
時
期
が
ま
だ
短
く
、

日
本
の
趣
味
と
西
洋
の
そ
れ
と
の
聞
に

は
依
然
大
き
な
溝
が
あ
る
、
こ
の
こ
と
を
激
石
は
以
下
の
よ
う
に
例
証
し
て
い
る
。

仮
令
ば
西
洋
で
接
吻
と
云
ふ
こ
と
は
親
類
夫
婦
の
聞
に
面
会
告
別
の
際
に
は
礼
と
し
て
行
は
る
、
法
式
で
あ
っ
て
西
洋
人
の
之
に
対
す
る
趣

昧
も
此
法
式
か
ら
割
り
出
さ
れ
て
居
る
。
然
る
に
日
本
で
は
維
新
前
迄
は
女
が
男
と
同
会
す
る
位
の
程
度
の
者
で
あ
る
。
今
で
も
男
女
が
無

時
に
接
吻
す
る
杯
と
云
ふ
事
は
少
く
と
も
教
育
あ
る
社
会
で
公
に
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
し
て
居
る
。

維
新
前
の
「
口
吸
い
」
と
、
西
洋
の
伝
統
で
あ
る
「
接
吻
」
。
こ
の
口
腔
接
触
の
文
化
差
は
、
文
化
圏
に
よ
っ
て
解
釈
の
地
平
に
は

差
違
が
あ
り
、

一
方
の
文
化
の
内
部
に
い
る
者
か
ら
他
方
に
対
し
て
絶
対
的
な
価
値
判
断
を
下
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
、

と
い
う
激

石
の
見
解
を
裏
付
け
る
一
つ
の
証
拠
に
な
っ
た
。
『
文
学
評
論
』

で
、
歌
石
は
続
け
て
、
「
所
が
日
本
の
新
体
詩
人
は
西
洋
の
詩
か
ら
接

吻
と
云
ふ
字
を
発
見
し
て
一
般
の
趣
味
の
異
な
る
臼
本
に
此
字
を
引
入
れ
て
来
て
平
気
で
使
っ
て
居
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
「
此
字
に

対
す
る
普
通
の
人
の
趣
味
は
新
体
詩
人
が
用
ひ
る
様
な
意
味
を
有
し
て
居
ら
ん
」
た
め
に
、
「
一
種
の
忌
味
」
を
感
じ
、
「
嘘
を
吐
い
て

ゐ
る
と
し
か
思
は
れ
な
い
」
と
い
う
感
想
を
残
し
て
い
る
。
風
俗
差
を
顧
み
ず
、
安
易
に
詩
の
中
に
接
胸
を
歌
い
込
む
新
体
詩
人
に
違

和
感
を
感
じ
て
い
た
激
石
は

『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
（
明
治
三
十
八
i
三
十
九
年
）

の
作
中
で
、
文
学
熱
の
強
い
青
年
、
東
風
の
詠
じ

た
新
体
詩
に
、
流
行
の
「
く
ち
づ
け
」

の
語
を
登
場
さ
せ
て
い
た
。



倦
ん
じ
て
薫
ず
る
香
裏
に
君
の
／
霊
か
相
思
の
煙
の
た
な
び
き

お
お
我
、
あ
あ
我
、
辛
き
こ
の
世
に
／
あ
ま
く
得
で
し
か
熱
き
口
づ
け

「
こ
れ
は
少
々
振
い
過
ぎ
て
る
」
と
迷
亭
は
寒
月
に
渡
す
。

「
こ
れ
は
少
々
僕
に
は
解
し
か
ね
る
」
と
主
人
は
嘆
息
し
な
が
ら
迷
亭
に
渡
す
。

寒
月
は
「
な
あ
あ
る
ほ
ど
」
と
云
っ
て
東
風
君
に
返
す
。

「
先
生
御
分
り
に
な
ら
ん
の
は
ご
も
っ
と
も
で
、
十
年
前
の
詩
界
と
今
日
の
詩
界
と
は
見
違
え
る
ほ
ど
発
達
し
て
お
り
ま
す
か
ら
。
こ
の
頃

の
詩
は
寝
転
ん
で
読
ん
だ
り
、
停
車
場
で
読
ん
で
は
と
う
て
い
分
り
ょ
う
が
な
い
の
で
、
作
っ
た
本
人
で
す
ら
質
問
を
受
け
る
と
返
答
に
窮

接吻の日本文化史

す
る
事
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
全
く
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
書
く
の
で
詩
人
は
そ
の
他
に
は
何
等
の
責
任
も
な
い
の
で
す
。
：
・
」

こ
の
東
風
の
詩
は
、
「
渇
き
に
た
へ
ぬ
く
ち
づ
け
の
／
熱
き
情
は
さ
で
も
あ
れ
」
2

と
歌
う
、
蒲
原
有
明
『
草
わ
か
ば
』
（
明
治
三
十
五

年
）
所
収
の
「
彩
雲
」
、
ま
た
、
三
木
露
風
『
夏
姫
』
（
明
治
三
十
八
年
）
所
収
の
「
春
の
夜
」
の
、
「
渇
き
で
は
熱
き
唇
／
接
吻
の
甘

ま
き
に
堪
え
む
」
な
ど
に
よ
く
似
て
い
る
。
「
あ
ま
く
」
「
熱
き
」
「
く
ち
づ
け
］
と
は
、
新
体
詩
に
お
け
る
「
接
吻
」
の
定
石
通
り
の

う
た
わ
れ
方
で
あ
る
。
東
風
の
高
ら
か
な
語
調
の
詩
の
真
意
は
、
し
か
し
、
作
っ
た
本
人
に
す
ら
定
か
で
な
い
、

と
さ
れ
て
い
る
の
は
、

文
芸
評
論
に
示
さ
れ
た
激
石
の
認
識
、
「
嘘
を
吐
い
て
ゐ
る
と
し
か
思
は
れ
な
い
」
の
反
映
で
も
あ
ろ
う
か
。

五

激
石
作
品
に
お
け
る
接
吻

激
石
も
作
品
中
に
接
吻
を
描
く
こ
と
が
あ
っ
た
。
け
れ
ど
、
以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
意
識
を
持
っ
て
い
た
激
石
に
と
っ
て
、
接
吻
と

は
、
ま
ず
現
実
の
、
当
代
の
日
本
と
は
違
う
舞
台
を
要
求
す
る
行
為
で
あ
っ
た
よ
う
で
、

そ
の
場
面
は
例
え
ば
夢
の
中
で
の
行
為
と
し
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て
、
ま
た
は
場
を
外
国
に
お
い
た
物
語
で
の
所
作
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
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例
え
ば
、
「
夢
十
夜
」
（
明
治
四
十
一
年
）

で
は
、
死
ん
だ
恋
人
の
化
身
ら
し
き
百
人
口
の
花
の
「
冷
た
い
露
の
滴
る
、
白
い
花
弁
」

""-

の
接
吻
が
描
か
れ
る
。

ふ
る
え
る
、
香
り
立
つ
百
合
に
捧
げ
ら
れ
る
接
吻
。
そ
れ
は
、
清
ら
か
で
あ
り
な
が
ら
艶
め
か
し
い
情
感
に
溢

れ
た

印
象
的
な
場
面
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、

幻
想
的
な
短
編
『
幻
影
の
盾
』
、

『
産
露
行
』
（
共
に
明
治
三
十
八
年
）
に
は
、
騎
士
に
よ
る
忠
誠
を
誓
っ
た
婦
人
へ
の
接
吻

が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
作
品
は
共
に
ア

i
サ
i
王
伝
説
の
時
代
を
題
材
と
し
て
お
り
、

『
幻
影
の
盾
』

の
小
解
に
は
「
是
を
日
本

の
物
語
に
書
き
下
さ
な
か
っ
た
の
は
、
此
の
趣
向
と
わ
が
国
の
風
俗
が
調
和
す
ま
い
」
と
思
っ
た
か
ら
だ
と
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る
が
、

古
き
異
国
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
中
で
、
激
石
の
筆
は
情
熱
を
帯
び
た
詩
的
な
接
吻
を
描
き
出
す
。

『
幻
影
の
盾
』

の
接
吻
は
、
盾
の
中
に
お
い
て
、
騎
士
と
婦
人
の
愛
の
誓
約
が
完
成
さ
れ
る
シ

l
ン
に
描
か
れ
る
。

「
南
方
の
日
の
露
に
沈
ま
ぬ
う
ち
に
」
と
ヰ
リ
ア
ム
は
熱
き
唇
を
ク
ラ
：
の
唇
に
つ
け
る
。
二
人
の
唇
の
隠
に
林
檎
の
花
の
一
片
が
は
さ
ま

っ
て
濡
れ
た
ま
冶
つ
い
て
居
る
。

そ
し
て

『
蓮
露
行
』
、
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
が
ギ
ニ
ヴ
ィ
ア
の
元
を
去
る
場
面
。

女
の
前
に
、
白
き
子
を
執
り
て
、
発
熱
か
と
怪
し
ま
る
、
ほ
ど
の
あ
っ
き
唇
を
、
冷
や
か
な
る
柔
ら
か
き
甲
の
上
に
つ
け
た
。
暁
の
露
し
げ

き
百
合
の
花
婚
を
ひ
た
ふ
る
に
吸
へ
る
心
地
で
あ
る
。

『
蓮
露
行
」

の
こ
の
場
面
は

マ
ロ
リ
l
の
『
ア
i
サ
l
王
の
死
』

の
影
響
下
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

マ
ロ
リ
l
の
テ
キ
ス
ト
で
は
こ
こ
に
接
吻
は
な
く
、

そ
の
他
の
場
面
で
の
接
吻
も
、
詳
細
な
描
写
を
と
も
な
わ
ず
、

た
だ
な
片
山
印
印
ョ
と

書
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
接
吻
へ
の
こ
の
形
容
は
激
石
自
身
が
編
ん
だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
激
石
に
よ
る
接
吻
の
場
面
に
は
、
露
に
濡
れ
た
花
び
ら
の
イ
メ
ー
ジ
が
よ
く
共
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に



気
が
付
こ
う
。
熱
い
唇
が
、
濡
れ
た
、
冷
た
い
、
芳
し
い
白
い
花
弁
に
接
す
る
。
甘
く
熱
い
だ
け
で
な
く
、
冷
た
く
も
あ
る
よ
う
な
按

吻
を
、
肉
体
の
熱
が
冷
や
や
か
な
美
し
い
も
の
に
よ
っ
て
受
け
止
め
ら
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
、
激
石
は
好
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

た
め
に
、
激
石
の
手
に
よ
る
接
吻
場
面
は
、
甘
い
香
り
に
満
ち
、
濃
密
な
官
能
性
を
た
た
え
な
が
ら
、

理
知
的
で
冴
え
渡
っ
た
、
清
測

な
感
覚
を
も
漂
わ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
唇
を
受
け
止
め
る
白
い
、
冷
た
い
も
の
が
、
女
の
肌
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
女
が
す
で
に
息
絶
え
て
い
る

で
、
「
凡
で
の
屍
の
う
ち
に
て
最
も
美
し
い
」
と
描
か
れ
る
、
白
い
蓄
識
に
抱
か
れ
た
乙
女
エ
レ

l
ン
の
亡
骸

場
合
に
は
。
『
産
露
行
』

接吻の臼本文化史

は
、
王
妃
ギ
ニ
ヴ
ィ
ア
の
唇
を
静
か
に
受
け
止
め
る
。

読
み
終
り
た
る
ギ
ニ
ヰ
ア
は
、
腰
を
の
し
て
舟
の
中
な
る
エ
レ
l
ン
の
額
｜
｜
透
き
徹
る
エ
レ
l
ン
の
額
に
、
顧
へ
た
る
唇
を
つ
け
つ
冶

「
美
く
し
き
少
女
／
」
と
云
ふ
。
同
時
に
一
滴
の
熱
き
涙
は
エ
レ
i
ン
の
冷
た
き
頬
の
上
に
落
つ
る
。

こ
こ
で
も
、
白
い
花
、
冷
や
や
か
な
肌
、

そ
し
て
熱
い
涙
：
・
雫
、

と
い
う
、
熱
さ
と
冷
た
さ
の
い
り
ま
じ
っ
た
水
性
の
イ
メ
ー
ジ
が
、

接
吻
の
場
面
を
縁
取
っ
て
い
る
。

「
夢
十
夜
」
の
百
合
の
よ
う
に
、
美
し
い
女
性
の
屍
は
、
激
石
に
お
い
て
は
冷
た
い
清
ら
か
な
花
一
に
結
び
つ
い
て
い
く
も
の
だ
っ
た
。

息
絶
え
、
冷
た
く
な
っ
た
女
性
の
額
に
接
吻
す
る
と
い
、

Z
夢
想
は
激
石
の
心
を
引
き
つ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
美
妙
な
死
体
に

く
ち
づ
け
る
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、

『
行
人
』
（
大
正
元
年
1
二
年
）

の
中
で
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

25 

語
り
手
の
友
人
・
三
沢
と
、
三
沢
の
家
で
預
か
っ
て
い
た
、
心
労
か
ら
精
神
に
異
常
を
き
た
し
て
い
た
娘
に
、
三
沢
が
し
た
接
吻
の

事
を
、
語
り
手
は
兄
か
ら
聞
か
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
生
前
に
は
こ
の
娘
と
触
れ
合
う
こ
と
の
無
か
っ
た
三
沢
が
、
娘
の
死
後
そ
の
屍

の
額
に
接
吻
し
た
と
い
う
話
題
が
、
興
味
と
同
情
を
も
っ
て
語
ら
れ
て
い
る
。
激
石
に
よ
っ
て
、
同
時
代
の
日
本
を
背
景
と
す
る
作
品
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で
接
吻
が
描
か
れ
た
希
有
な
例
で
あ
る
が
、
伝
聞
の
形
で
、

そ
の
場
に
他
に
人
が
い
た
の
か
等
の
実
際
的
な
背
景
は
明
ら
か
に
さ
れ
な

い
ま
ま
で
語
ら
れ
、

は
っ
き
り
と
し
た
現
実
感
を
持
た
さ
れ
な
い
ま
ま
、
輪
郭
が
不
確
か
な
ま
ま
に
さ
れ
て
も
い
る
。
狂
気
の
娘
の
屍

と
は

「
草
枕
』
に
お
い
て
、
画
工
の
強
い
オ
ブ
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い
る
オ
フ
ィ
！
リ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
と
繋
が
っ
て
い
よ
う
。
ォ

フ
ィ

l
リ
ア
は
ま
た
、
純
潔
を
意
味
す
る
白
い
花
の
イ
メ
ー
ジ
と
も
関
連
す
る
。
激
石
の
描
く
接
吻
の
場
面
に
は
、
彼
女
の
影
が
差
し

て
い
る
よ
う
だ
。

「
日
本
の
新
体
詩
人
は
西
洋
の
詩
か
ら
接
吻
と
云
ふ
字
を
発
見
し
て
一
般
の
趣
味
の
異
な
る
日
本
に
此
字
を
引
入
れ
て
来
て
平
気
で

使
っ
て
居
る
、
然
し
此
字
に
対
す
る
普
通
の
人
の
趣
味
は
新
体
詩
人
が
用
ひ
る
様
な
意
味
を
有
し
て
居
ら
ん
」
。
そ
う
述
べ
て
い
た
激

石
は
、
「
一
般
の
趣
味
の
異
な
る
日
本
」
に
あ
っ
て
接
吻
を
描
こ
う
と
す
る
と
き
に
は
、

ど
う
し
て
も
、
実
際
か
ら
離
れ
た
場
の
設
定

を
必
要
と
し
た
。
激
石
が
作
品
中
に
描
い
た
接
吻
は
、
「
く
ち
す
い
」
で
は
な
く
、
西
洋
で
目
の
当
た
り
に
し
た
、
「
執
濃
イ
、
華
麗

ナ
」
接
吻
と
も
、
ま
た
ダ
ヌ
ン
チ
オ
的
な
技
巧
に
満
ち
た
接
吻
と
も
異
な
る
。
西
洋
人
が
、
自
分
た
ち
は
愛
を
性
と
切
り
離
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
信
じ
て
一
い
る
、

そ
れ
を
も

J
O】同
l

含
E
m
Z
R
w
と
考
え
て
い
た
激
石
は
、
性
と
切
り
離
さ
れ
た
「
恋
愛
L

と

い
う
も
の
に
対
し
て
、
根
本
的
な
胡
散
臭
き
さ
え
感
じ
て
い
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
彼
の
う
ち
に
そ
の
よ
う
な
「
恋
愛
」
に
憧

れ
る
思
い
も
ま
た
あ
り
、

だ
か
ら
こ
そ
作
品
の
中
で
、
徹
底
し
て
夢
を
描
い
た
、

生
身
の
匂
い
の
し
な
い
、
完
全
に
観
念
的
な
接
吻
を

描
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
い
に
、

口
同
士
が
生
ま
に
触
れ
合
う
接
吻
は
描
か
な
か
っ
た
激
石
は
、
美
し
い
花
へ
の
讃
美
、
崇
拝
の
感
情
の
発
露
で
あ
る
よ
う

な
接
吻
を
描
い
た
。
愛
す
る
者
へ
惜
別
の
挨
拶
と
し
て
の
接
吻
、

セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
か
ら
離
れ
た
、
愛
、
彼
岸
と
此
岸
の
触
れ
合
い
、



（

3）
 

霊
へ
の
接
触
そ
の
も
の
と
し
て
の
接
吻
を
描
い
た
。
そ
の
場
面
は
、
彼
の
美
意
識
に
照
応
す
る
形
に
、
丁
寧
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。

接吻の日本文化史

註
（1
）
江
戸
以
前
の
口
腔
接
触
の
記
述
と
し
て
は
、
秀
吉
の
手
紙
で
の
例
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
よ
う
。
こ
れ
は
、
子
供
に
対
す
る
所
作
で
あ

る
が
、
ま
だ
文
字
の
読
め
る
は
ず
も
な
い
幼
い
子
に
あ
て
た
、
背
景
に
子
の
母
へ
の
愛
着
を
感
じ
さ
せ
る
こ
の
例
以
外
は
、
愛
欲
の
行

為
の
も
の
に
な
る
。

（2
）
キ
リ
シ
タ
ン
文
章
に
お
け
る
接
吻
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
米
井
力
也
氏
「
司
同
開
F
C
U何
寸
O
〉
関
白

ω」
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研

究
所
『
人
文
学
報
』
第
七
十
五
号
一
九
九
五
年
）
に
詳
し
い
。

（3
）
例
外
的
に
、
激
石
が
接
吻
を
現
実
の
日
本
を
舞
台
と
し
て
書
い
た
作
品
と
し
て
『
道
草
』
が
あ
り
、
健
三
の
細
君
と
赤
ん
坊
の
接
吻

が
二
箇
所
で
繰
り
返
さ
れ
る
。
「
御
父
様
の
仰
し
ゃ
る
事
は
何
だ
か
ち
っ
と
も
分
か
り
ゃ
し
な
い
」
と
い
う
台
調
と
と
も
に
な
さ
れ
る

母
子
の
接
吻
は
、
理
屈
優
位
の
世
界
に
い
る
健
三
に
対
し
て
、
肉
体
的
存
在
と
し
て
の
細
君
の
他
者
性
を
際
立
た
せ
て
い
る
。

（
大
学
院
後
期
課
程
学
生
）
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29 SUMMARY 

The.History of, Kiss in Japan 

Ryo N ISHIZA WA  

In present-day Japan, kiss is thought to be the symbol of出e

so-called “romantic love.” It is thought出atkiss becomes both of 

the symbols, erotic love and mental love. In order to point out kiss, ' 

each word generally used now is a translation wqrd which spread 

after the Meiji period. Lafcadio Heam, Chamberlain, etc. declared, 

“in literature of Japan, kiss is not described at all.”However, there 

was a custom of contacting mouths also in Japan, in practice. The 

custom was called "kuchisui.”“'Kuchゐui"differed from ・kiss which 

aims at contact of lips. It was the p町 po田 ofan act that contacts 

tongues. Mouth contact in Japan before“kiss”was出eact of Eros 

which should be done secretly at a bedroom. However, as a sacreμ-

ness greeting, kiss was brought from the West with Christianity. 

People were strongly conscious of the difference in customs 

which the difference between “kiss”and 鳴uchisui”causes.It was 

thought that the difference in this custom showed the cultural differ-

ence symbolically. Translation of the W estem literature which drew 

kiss as a symbol of love started. From the. middle of Meiji，“kiss” 

comes to be described not as the symbol of“lust”whose “kuchisui” 

was so but as a symbol of“romantic love.” 

Soseki N atsume wrote to the diary as follows during studying 

abroad ；“An European likes a persistent thing and・ a gay出ing.（…） 

That can be confirmed by seeing them kiss in the public place. All of 

'such character are being reflected・ also in literature.”He considered 
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various things from the east-and west difference in mouth contact. 

Soseki criticized as follows about the Japanese writer of those days 

writing kiss easily ；“Japanese poets find out a word called kiss from 

Occidental poetry, and draw in and use this word for Japan where 

taste differs. However, an ordinary person’s feeling to a word called 

kiss greatly differs from poets’feeling. Therefore, if such a poet’s 

poetry is read, a kind of sense of incongruity will be felt. I can con-

sider as they are only telling the lie.”Furthermore, he thought the 

European thought that sex could be separated from love to be self 

delusion. He seems to have felt the fundamental doubt to the thing 

“love”separated from the sex. When Soseki put a kiss scene into his 

own work, the situation that the background of a tale separated 

from reality was chosen. For example, it is in the West of a medie』

val-times time, and in a dream. The yearning after “romantic love" 

is also in his inside. He wrote completely ideological dreamlike kiss 

in his works. 

キーワード：接物夏目散石異文化交流セクシュアリティ 口吸い


